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「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
」 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
が
日
常
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
ホ
ー

ム
の
中
で
は
面
会
や
外
出
、
食
事
会
、
行
事
な
ど
の
楽
し

み
の
ケ
ア
に
制
限
が
あ
り
、
ご
利
用
者
様
に
も
職
員
に
も

先
の
見
え
な
い
不
安
を
拭
え
な
い
一
方
で
、
諦
め
な
い
で

創
意
工
夫
の
大
切
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を

徹
底
し
互
い
の
「
い
の
ち
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
」
は

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
、
い
じ
め
、
ネ
ッ

ト
で
の
誹
謗
中
傷
、
紛
争
、
難
民
問
題
な
ど
の
命
が
守
ら

れ
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る

た
め
に
」
と
訪
日
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
祈
り
と

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
雨
の
中
に
立
ち
尽
く
し
た
あ

の
時
の
感
動
は
今
も
蘇
り
ま
す
。
い
の
ち
は
神
に
創
ら
れ

た
す
べ
て
の
い
の
ち
を
指
し
ま
す
。
わ
た
し
も
あ
な
た

も
、
一
人
ひ
と
り
頂
い
た
い
の
ち
は
誰
も
他
に
代
わ
る
事

の
出
来
な
い
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
動
物
も
そ
う

で
す
。
人
間
の
都
合
で
い
の
ち
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
に
も
出
来
な
い
時
が
確
か
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
神
様
に

愛
さ
れ
て
い
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
事
を
大

切
に
し
ま
す
」
私
た
ち
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
す
。「
神
は
私

た
ち
を
創
造
さ
れ
た
と
き
、
わ
た
し
た
ち
を
愛
す
る
た

め
、
そ
し
て
、
愛
さ
れ
る
た
め
に
創
ら
れ
ま
し
た
。
も
し

そ
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
戦

争
も
暴
力
も
憎
し
み
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

美
し
く
、
簡
単
な
事
で
す
」
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
で
す
。

私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
場
で
い
の
ち
の
重
み

を
感
じ
な
が
ら
、
互
い
を
生
か
し
あ
う
事
が
で
き
ま
す
よ

う
に
。
ま
も
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

世
界
の
平
和
と
友
愛
の
祭
典
と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
り

つ
つ
。 

 

施
設
長 

堤 

房
代 

さくら見物へ出発！ 



ゆり 1階 
利用者様一人ひとりの個性

を活かし、喜・怒・哀・楽

を共に感じ安心した生活を

送れるように支援し、信頼

関係を深められるよう努め

ます。 

 

ゆり 2階 
利用者様のニーズや変化に気付

く力を養い個々の情報をチーム

で共有し、一丸となって行動

し、利用者様に寄り添う時間を

大切にします。 

 

あじさい 1階 
利用者様の変化に対応し、共

感、共有する事で「気付く力」

「考える力」をチーム全体で高

め合い、寄り添い、御家族様、

利用者様の笑顔を増やすため努

めます。 

 

給食 
このコロナ禍の中で不自由な生活です

が日々の食事で楽しんで頂きたい思い

を込め、どら焼きに「恵」の焼印を押

させて頂きました。給食室一同、利用

者様に「まごころ」を届けられる様努

めます。 

医務 
利用者様と御家族様の想い

を汲み取り、その人らしい

看取りが出来るようサポー

トする事に努めます。 

 

 

一般養護 
利用者様の想い願いを汲みり、 

その人らしい生活が送れるよう 

支え、御家族様、職員との情報 

共有を深め「ありがとう」の 

精神でチームケアに努めます。 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           
 
 
 

 
 

今年の処遇方針 
～利用者様の為に力を合わせ頑張ります～ 
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本年度は新型コロナウイルス感染防止対策により 

各パートで対面式を実施しました。 
 

アットホームで笑顔 

溢れる素敵な新年度の 

ＳＴＡＲＴです。 
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コロナ禍のため、各パートに分かれ 

マリア様のとりつぎを願ってお祈りをしました 

6 月 20 日(日) 5 月 9 日(日) 

マリア様のお取り次ぎを願って感染症の終息を祈ろう 
・世界中の人々に平穏で幸せな日々が訪れますように 
・感染症の終息に向けて取り組むすべての人 

医療従事者、病者に寄り添う人の健康が守られますように 
・ホームで生活する私たちが、お互いをゆるす心、助け合いの心を 

持って日々を歩むことができますように 

5 月 31 日(月) 

もって 

こ～い！ 

ありがと

うね！ 

聖母祭テーマ 



 

 
  
 
  
 
 
                                
                               心も体もポカポカ！ 

                                    

               ５月の季節風呂 

～菖蒲湯～        

  5/3～5/5 

5 

 
                                         

 
 
 
 
                                今日は天気がいいね 
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おひさま会 6/7 
                     

 
 
 
 
 

１日店長                     

ゆり２階榮田主任 
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平和祈願巡礼 
6/14 ご利用者と一緒に作った千

羽鶴を、職員が代表してお捧げし

ました。 
 

6/14 
 

参加した職員より一言 

  

 

私達の思いが込もった千羽鶴です。 
ホームより花束と千羽鶴を捧げました。 

世界平和とコロナの終息を願って・・・ 

昨年度、創立 50 周年事業の一つとして行う予定だった

平和巡礼を、この日無事に行う事ができました。 

いつかご利用者の皆様と共に訪れる事ができますよう

に。 

昨年はコロナウイルスの為巡礼ができず、

今回の実施となりました。残念ながら職員

のみの参加になりましたが、来年は是非、

利用者の皆様と一緒に、ここ平和公園を訪

れお祈りを捧げたいと思いました。 
 

暑いくらいの晴天に恵まれ、太陽に照られ 
光輝く大きな祈念像の下で、祈りました。 
記念像を間近で見上げたのは数年ぶりで、 
改めてその大きさに迫力と、柔和な顔に愛と

慈悲を感じさせられました。 

平和公園に行ったのは、小学生の時以来で 
した。普段、テレビを通して見ていた平和 
祈念像でしたが間近で見て圧倒されまし 
た。平和の泉も回り、原爆に遭い、水を求 
める人達へ水を捧げてお祈りしている気

持ちが伝わってきました。 

当日は天候にも恵まれ、利用者の皆様と 
一緒に作った千羽鶴も無事にお捧げしゆっ 
くりとお祈りすることが出来ました。私自

身、数十年ぶりに平和公園に行き、改めて

「原爆」を振り返り、「二度と戦争はしては

ならない」と思いました。 

～原爆体験記 「青空」 第 26 集が発行されました～ 

原爆体験記「青空」 26 集は 

被爆７５周年、原爆ホーム創立 

50 周年記念号として発行されま 

した。 

今回 57 名の利用者の原爆体験 

記が記されています。 

これからも、被爆者の「声」を聞き取 

る取り組みを続けて参りたいと思い 

ます。 
原爆体験記第 1 集 

第 1 集は昭和 57 年 11 月 30 日に、 

初代理事長Ｓｒ江角の 3 回忌の日に 

発行されました。 

故・教皇ヨハネ・パウロ 2 世のお言葉を 

受け、語り始めた原爆体験記も、延べ

647 名もの利用者の「声」が記されてい

ます。 
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私
は
今
年
の
四
月
か
ら
恵
の
丘
長
崎
原
爆
ホ
ー
ム

本
館
に
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
就
職
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
私
が
介
護
職
に
就
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

祖
母
が
病
床
に
つ
い
て
い
る
時
、
介
護
の
知
識
も
な
く

何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
ず
に
無
力
さ
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
又
、
両
親
も
高
齢
と
な
り
自
分
が
介
護
を
出
来
た

ら
、
こ
れ
か
ら
先
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
入

職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

入
職
し
て
二
ヶ
月
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

至
ら
な
い
と
こ
ば
か
り
で
先
輩
方
に
助
け
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
で
す
。
先
輩
方
に
は
自
分
の
時
間
を
割
い
て

ま
で
仕
事
を
教
え
て
も
ら
い
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

時
間
に
追
わ
れ
自
分
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
利
用
者
の
笑
顔
や

温
か
い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
何
が
出

来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
利
用
者
の
方
が
安
心
し
て

楽
し
く
生
活
で
き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
年
で
原
爆
投
下
７
６
年
に

な
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
は
私
た
ち
で
は
想
像
も
で
き

な
い
壮
絶
な
体
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
心
の
傷
は

は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
利
用
者
様
の
思
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
任
紹
介 

ゆ
り
一
階 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

丸
田
圭
一 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

ゆ
り
２ 

田
中
沙
也
美 

 

清
掃 

 

森
田
ス
ミ
子 

受
付 

 

山
田
利
恵
子 

 

給
食 

 

田
中
和
代 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

<

個
人
情
報
に
つ
い
て> 

個
人
名
・
個
人
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
人
又
は
御
家
族
の
了
承
を
得
て
使
用
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
尚
、
広
報
紙
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
<

苦
情
受
付
に
つ
い
て> 

現
在
の
と
こ
ろ
、
担
当
責
任
者
で
解
決
で
き
て
い
ま
す
。 

  

～
お
知
ら
せ
～ 

一 

月 
 

七
日 

 

馬
場 

ハ
ル
ノ 

様
（
一
般
養
護
） 

二 

月 
 

六
日 

 

三
浦 

タ
ヅ
子 

様
（
特
別
養
護
） 

二 

月 

十
九
日 

 

小
佐
々 

靜
代 

様
（
特
別
養
護
） 

三 

月 

十
六
日 

 

渡
邊 

弘 
 
 

様
（
特
別
養
護
） 

三 

月 

十
九
日 

 

江
川 

千
鶴
子 

様
（
一
般
養
護
） 

三 

月
二
十
三
日 

 

別
宮 

千
鶴
子 

様
（
特
別
養
護
） 

三 

月
二
十
四
日 

 

浦
上 

ト
ミ
子 

様
（
特
別
養
護
） 

三 

月 

三
十
日 

 

中
村 

隆 
 
 

様
（
一
般
養
護
） 

三 

月
三
十
一
日 

 

末
吉 

ハ
ル
子 

様
（
特
別
養
護
） 

四 

月 
 

五
日 

 

川
良 

初
枝 

 

様
（
特
別
養
護
） 

四 

月 
 

九
日 

 

渡
邊 

マ
サ
ヱ 

様
（
特
別
養
護
） 

四 

月 

十
三
日 

 

川
原 

亘 
 
 

様
（
一
般
養
護
） 

四 

月
二
十
二
日 

 

谷
川 

ヤ
エ
子 

様
（
一
般
養
護
） 

四 

月 

三
十
日 

 

横
山 

榮
子 

 

様
（
特
別
養
護
） 

五 

月 

十
一
日 

 

本
村 

嘉
津
子 

様
（
一
般
養
護
） 

五 

月
二
十
八
日 

 

藤
澤 

レ
イ
子 

様
（
特
別
養
護
） 

六 

月 
 

八
日 

 

田
川 

サ
チ
子 

様
（
特
別
養
護
） 

ホ
ー
ム
を
支
え
て
下
さ
る
方
々
の
ご
奉
仕
、
ご
寄
贈
・ 

ご
訪
問
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
令
和
三
年
一
月
～
六
月
） 

村
木 

清
子 

 
 
 

様 
 

松
尾 

ヨ
シ
子 

 
 

様 

飛
永 

和
子 

 
 
 

様 
 

荒 
 

千
鶴 

 
 
 

様 

大
川
内
幸
範 

 
 

 

様 
 

山
﨑 

千
鶴
代 

 
 

様 

池
下 

昌
子 

 
 

 

様 
 

黒
岩 

信
之 

 
 
 

様 

宮
﨑 

安
美
・
ミ
ヨ
エ
様 

 

黒
川 

政
光 

 
 
 

様 

川
良 

昭
芳 

 
 
 

様 
 

松
尾 

壽
美 

 
 
 

様 

ス
タ
ー
テ
ィ
ス
㈱ 

 

様 

原
水
禁
長
崎
県
民
会
議
／

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー 

様 

核
兵
器
廃
絶
・
平
和
建
設
長
崎
県
民
会
議
／

国
民
会
議 

様 
 

行
事
予
定 

新
利
用
者
紹
介 

七
月 七

夕 

八
月 広

島
原
爆
の
日 

長
崎
原
爆
の
日 

慰
霊
祭 

合
同
供
養 

九
月 敬

老
会 

 
 

十
月 園

内
バ
ザ
ー 

ロ
ザ
リ
オ
祭 

十
一
月 

 

江
角
先
生
命
日 

十
二
月 

 

餅
つ
き
・
餅
ま
き
大
会 

 

ク
リ
ス
マ
ス 

「広報めぐみ」は、お休みします。 

新型コロナウイルス感染予防対策につい

 
ご家族様とご来園いただいた方々には、ご不便をおかけしていますが、新型コ

ロナウイルス感染予防対策にご協力とご理解をいただきありがとうございます。

今回は、ホームの取り組みについて一部ですが紹介します。 

玄関 

外と中の人が接触しないように、 

ビニールシートを設置しました。 

検温器です。 

手指消毒剤です。 

受付窓口にもビニール 

シートです。 

食堂 

オゾン発生装置です。 
職員の検温チェック表です。 

ロビー 

テーブルの間を広く。 

アクリル板です。 円卓を休止し対面を避けて、 

同じ方向を向いて食べています。 

豪
雨
災
害
に
よ
る 

被
害
へ
の
お
見
舞
い 

  

令
和
三
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

救
助
・
復
旧
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

の
感
謝
の
意
と
作
業
の
ご
安
全
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
皆
様
の
日
常
が
一
日
で
も
早
く

取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 


